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資　料

最近１２年間の豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス（PRRSV）に対する抗体保有状況の推移

矢　原　芳　博（日清丸紅飼料譁総合研究所）
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はじめに

豚繁殖・呼吸障害症候群（����）は、１９８０年代後

半に欧米で原因不明の疾病（ミステリー病）として出

現し、１９９１年、オランダで原因ウイルスが明らかにさ

れた新興感染症である���。����は１９９０年代以降、世界

中で猛威を振るうようになったが、わが国でも当時か

ら「ヘコヘコ病」と呼ばれて全国各地で発生した。現

時点においても����のコントロールが養豚生産のコ

スト低減における最重要課題であることには変わりな

い。

著者は、疾病診断の一環として�����抗体検査を

１９９３年から間接蛍光抗体法（���）、また１９９８年以降は

固相酵素抗体法（�����）により実施している。本報

告では、１９９８年以降における�����抗体検査の成績

に基づいて、母豚や肥育豚における抗体保有状況やそ

の年次的変化、����ワクチン接種による�����抗

体保有状況に及ぼす影響などについて述べてみたい。

１９９０年代におけるPRRSV抗体保有状況（レビュー）

�����抗体測定法は現行の�����法が開発される

まで、間接蛍光抗体法（���）やペルオキシダーゼ抗

体法（����）などが多用されていた。著者らの研究

所では１９９３年９月から���による抗体検査を日常検

査項目として採用し、全国の養豚場からの抗体検査依

頼に応え始めた。検査したのは４７農場の９２５検体であ

り、このうちの３３農場（７０．８％）、３８９検体（４２．１％）

が陽性であり、すでにわが国でも����ウイルスは高

頻度に浸潤していたことが示唆された��）。

その後、１９９８年には �����抗体検出用の �����

キットが市販され、多くの検査機関で�����抗体検

査を行うようになったが、全国的な抗体保有状況の調

査報例は少なく、その後における抗体保有状況は不明

のままであった。そこで、著者は市販の�����キット

（�����社製）を用いて１９９８年１０月～１９９９年３月の

６ヵ月間に全国の農場から採材した５，１７３検体につい

て抗体調査を行ったところ、３，４３０検体（６６．３％）の個

体が抗体陽性であった��）。これらのデータは１９９３年に

おける抗体保有状況とほぼ同様であり、その浸潤状況

は依然として持続していることが明らかとなった。一

方、浅井ら���も１９９８年８月～９９年３月の間に採取した

豚血清５，５３５頭について、自家調整抗原を使用した

�����による調査をしているが、農場の陽性率は

６６．２％（２０７農場中１３７農場）、個体別の陽性率は３４．５％

（５，５３５検体中１，９１０検体）であり、著者の調査成績とほ

ぼ同様であった。

１９９８年以降におけるPRRSV抗体陽性率の推移

著者は、����の対策を推進するにはさらなる血清

疫学的な所見の集積が重要と考え、�����による

�����抗体の保有状況調査を継続して行ってきた。

以下は前回報告以降における抗体保有状況の成績に基

づく検討である。

今回の�����抗体の調査対象は、日清丸紅飼料譁

総合研究所（当時　日清飼料譁検査センター）に１９９８

年４月～２０１０年３月までの間に全国各地の農場で母豚

（５７，６８４頭）および肥育豚（５３，１０６頭）から採取した計

１１０，７９０頭の検体である（うち２００２年４月～２００３年９月

のデータは欠落）。これらの検体は、農場における定期

的な衛生状況確認（いわゆるプロファイリングテスト）、

種豚移動の際の陰性確認、疾病発生時の原因特定等、

様々な目的で当研究所に送付されたものである。なお、

今回も検査に使用したのは�����社製�����キット

である。

年度別、母豚と肥育豚別の陽性率の推移は表１に示

したとおりである。調査期間全体の合計でみると、母

豚群は５７，６８４頭中２７，２５７頭（４７．３％）、肥育豚では
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５３，１０６頭中２４，４１０頭（４６．０％）の陽性率であり、母豚

と肥育豚の陽性率には違いはみられなかった。しかし

年度別の推移で見ると、当初は母豚群と肥育豚群で同

様の陽性率であったが、母豚群が徐々に陽性率が低下

していくのに対し、肥育豚群では一度上昇した後、

２００４年以降、母豚よりも速いスピードで低下する傾向

にあった。このため全体の陽性率は検査開始年から

徐々に低下し、２０１０年度における母豚および肥育豚と

も陽性率は調査開始の１９９８年度に比べて概ね半減した。

ステージ別の抗体陽性率の推移

今回解析した検体のうち、母豚は産次の確認できた

検体（１９，０３６頭）および肥育豚は日齢の確認できた検

体（５２，７１８頭）を抽出して、ステージ別の抗体陽性率

の推移を検討した。

図１に示したように、調査年次にかかわらず母豚群

は育成豚より経産豚のほうが若干高い傾向にあり、肥

育豚では日齢を重ねるに従い陽性率が上昇し、１２０日

齢付近でピークとなり、１５０日齢で低下するパターン

がみられ、またどのステージの陽性率も、年度を追っ

て徐々に低下する傾向があった。この調査期間でみる

限り、母豚の陽性率低下の幅よりも子豚の低下の幅が

大きく、とくに６０日齢から１２０日齢での低下幅が大きい。

この抗体保有の傾向を年度別にみると、図２に示し

たように、大きく３段階に分けられる。すなわち、１９９８

～２００３年度までは高い陽性率を維持していた期間、

２００４～２００６年度までは全体に陽性率が徐々に低下した

期間（肥育豚の低下幅が大きい）、２００７年度以降はさら

にゆっくりと低下している期間（母豚の低下幅が大き

い）というように、３つの流れがあると解釈できる。

豚サーコウイルス２型（PCV2）ワクチン接種と

PRRSV抗体の動き

わが国では２００５年前後から、����感染症による事

故が離乳後から肥育期にかけて顕在化した。����は

豚呼吸器病症候群（����）の一次的原因ウイルスの

１つといわれており、�����などの他の病原体との

混合感染によって病状はさらに悪化する。このため、

２００８年に����ワクチンが上市され、効果が高く急速

に普及したが、そのワクチン接種の効果によって

����の病状は随伴的に改善されるといわれる。

しかし図２で示したように、�����抗体陽性率の

低下傾向は����ワクチンの市販前から認められてお

り、�����抗体の陽性率低下は����ワクチン接種
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の影響はほとんど関係ないと考えられる。�����の

抗体陽性率低下の背景には、むしろ母豚の免疫安定化、

子豚の隔離飼育、空舎期間の確保とその間の消毒・乾

燥の徹底など、����対策の骨子が明確になり、各養豚

場での対策が進んだ効果の現れとみるべきではないだ

ろうか。それによる事故率低減の効果は����の影響

にかくれてストレートに現れていなかったが、����

ワクチンの接種により離乳後の事故率の大幅な改善が

見られたと考察できる。

まとめ

過去１３年間にわたる�����による�����抗体検査
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の成績を解析し、抗体陽性率の推移に大きな流れがあ

ることを述べた。この成績は����対策の推進を図る

うえできわめて重要なデータであると確信しているが、

近年、遺伝子診断がウイルスの病原性や感染経路、変

異の度合いなどを知るうえで大きな効果を発揮するた

め、����研究の多くは遺伝子的な方法論を取ること

が圧倒的に多くなっている。このため、抗体調査は現

場での豚の移動の際の陰性確認の用途など、限定的な

使用法が多くなりつつある。しかし、抗体調査によっ

て解析できる事柄はまだまだ多く存在しており、とく

に長期間にわたる全国的な抗体の検査データの解析は

疫学上の貴重な情報源であり、今後とも臨床検査機関

の一員として解析を継続していきたい。
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